
基礎数学 A2 ２００８年度後期

「復習問題」（12月 19日配布） 解答例
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e) y D f .x/ のグラフの方が y D �x のグラフより上にある x の範囲を求めればよい．
y D f .x/ と y D �x の交点の x 座標は �2 と 1 なので，上のグラフを参照して，

�2 < x < �3

2
，x > 1.
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c) 接線の方程式は y � f .1/ D f 0.1/.x � 1/だから，y D �x
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3 a) 定義域は �4x C 6 � 0，すなわち x � 3

2
．また，値域は y � 0.
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c) 逆関数 f �1.x/の定義域は f .x/の値域（で x と y を入れ換えたもの）なので，x � 0．

また，f �1.x/の値域は f .x/の定義域（で x と y を入れ換えたもの）なので，y � 3

2
．

4 下のグラフより，a ) 0 < x < 1または x > 2. b) x � 1
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a
がすべての x について成り立てばよい．この式を x について整

理すると，
1 � a2

a
x C .1 C a/ D 0．この式の x の係数と定数項がともに 0になるた

めには a D �1が必要十分．

6 a) f .x/の定義域は x ¤ �2．値域を求める前にまず逆関数を求める．y D 2x � 1
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を x について解くと x D �.2y C 1/

y � 2
となるから，x と y を入れ換え f �1.x/ D
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x � 2
. したがって，f .x/の値域（D f �1.x/の定義域で x と y とおき変えたも

の）は y ¤ 2. また，f �1.x/の定義域は x ¤ 2,値域は y ¤ �2.

b) f .x/の定義域は真数条件より x < 1，値域は実数全体．y D � log.1 � x/を x につい
て解くと x D 1 � e�y となるから，x と y を入れ換え f �1.x/ D 1 � e�x . f �1.x/

の定義域は実数全体,値域はD f .x/の定義域で x と y とおき変えたもので，y < 1.
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b) f 0.x/ D �4.x � 1/e�2x なので，増減表は以下の通り．
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